
公益財団法人 日本アイバンク協会 

海外研究助成募集要項 

 

１ 趣旨 

  わが国の角膜に関する研究の将来を担う、国際的視野に富む有能な研究者を育成する 

ことを目的とする。この目的を達成するために、若手研究者に対し所定の研究費を支給

し、海外の大学など学術研究機関において研究に専念させる。 

 

２ 応募資格 

  大学などにおいて常勤的職に就いているかどうかは問わない（既に海外で研究中の者 

も含む）が次のいずれにも該当する者とする。 

 （１）申請時に 45歳未満（応募締切り日現在)の者。 

 （２）海外での受入研究機関の責任者、又は研究指導者の承諾を得ている者。 

 

３ 採用予定数 

    ２～６ 名 

 

４ 支給予定額 

    １人当たり、100万～250万円（ただし、生活費は含まない） 

 

５ 支給期間 

    半年間または１年間 

 

６ 支給科目については次のとおりとする。 

 （１）備品費 

    研究に必要不可欠な研究機器等と判断できる物品であり、その性質上、原形のまま   

比較的長期の反覆使用に耐えうるもの。価格が 50万円以上の機械器具であって、リ

ース等の貸借が可能なものを購入するための経費は認めない（リース等を行う場合

は、「借料」として計上すること）  

 （２）消耗品費 

    物品の性質上、使用するに従い消費され、その性質が長期使用に適さないもの。   

研究の用に供する各種事務用紙、文房具、燃料代（燃料用アルコール、ガソリン等。

ただし、当該事業に使用したと証明できる場合に限る）、消耗機材、医薬品、試薬、

動物及び飼料、図書、コンピューターソフト、備品に必要な消耗部品等。 

 （３）旅費 

    申請者の居住地から海外受入機関までの本人の渡航費及び研究計画上直接必要な   

旅費。最も経済的な通常の経路及び方法 により旅行した場合の旅費により計算する   

こと。 

 （４）印刷製本費 



    文書、図画、諸帳簿、研究報告書、その他資料等の印刷代及び製本代。 

 （５）通信運搬費 

    郵便料、運送代、通信・電話料（該当研究事業に使用した料金であることが証明   

できる場合に限る） 

 （６）諸謝金 

    継続的雇用関係のない者であり、研究に必要な用務を依頼する場合（実験助手、研 

究資料及び調査資料の解析等）は次の諸謝金を支払うものとする。 

       ＜１日当たり＞  

    ・ 医師（医師以上の者又は相当者） … 14,000円   

    ・ 技術者（大学・短大卒業者又は専門技術を有する者及び相当者）… 7,700円 

    ・ 研究補助者（その他） … 6,600円 

また、研究者が会議を招集し、講師、討論等のために学識者を招へいする場合は次

の諸謝金を支払うものとする。 

        ＜１時間当たり＞ 

    ・ 教授  … 9,300円 

    ・ 助教授 … 7,700円 

    ・ 講 師  … 5,100円 

 （７）借料 

    機械器具の借料及び会場借料等（会場を借りる場合は、できるだけ公的機関の施設

を利用すること）   

 （８）会議費 

    研究会議茶菓子弁当代。１人当たり 1,000円（昼食をはさむ場合は 2,000円）と

するが懇親会経費は対象外とする。  

 （９）雑役務費 

    機械器具等の修繕費、各種保守料、送金（振込）手数料等。 

  

７ 応募者は下記の書類を提出するものとする。（コピーは組んで提出） 

 （１）申請書（様式１）  … 正本１部、コピー12部 

 （２）申請者調書（様式２）… 正本１部、コピー12部 

 （３）国内研究指導者の推薦書（ワープロＡ４判用紙に 1200字以内、署名、捺印） 

 … 正本１部、コピー12部  

 （４）研究計画書（様式３）研究開始予定を記載のこと… 正本１部、コピー12部 

 （５）海外受入研究者からの本人宛の受入承諾書の写しとその邦訳  

… 正本 1部、コピー12部 

 （６）業績目録（様式４） … 正本１部、コピー12部  

  （７）主要業績別刷３編各１部 

  （８）研究所要経費内訳（様式５） … 正本１部、コピー12部 

 

８ 応募締切日 

    毎年５月 31日（当日消印有効） 



 

９  採否の通知 

    ９月末までに本人及び推薦者あてに通知し公表する。 

 

10  助成金の交付 

    研究開始予定を勘案し助成対象者と相談の上銀行送金を行う。 

 

11  結果報告 

    研究開始予定日から１年後に研究事業報告書（様式６）を本協会理事長あて提出するこ 

と。研究事業報告書には、研究報告書（1,200 字以内のワープロＡ４判）と会計報告書（様 

式７-１・７-２）を必ず添付すること。 

    なお、支出内容を監査した結果、不適当と判断した場合には返納させる。 

 

12  成果の刊行 

  （１）成果（助成対象研究の一部を含む場合も含む）について刊行する場合は「公益財団 

法人日本アイバンク協会（Japan  Eye  Bank  Association)の助成による」旨を明 

記する。 

  （２）刊行された論文の別刷を１部、当協会あてに提出する。 

 

13  応募書類提出先及び連絡先 

         〒101－0054 

             東京都千代田区神田錦町３－２ 三基ビル４Ｆ 

             公益財団法人 日本アイバンク協会  海外研究助成係 

             E‐Mail  eyebank_masaki@helen.ocn.ne.jp 

             電話   03-3293-6616 

 


